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花
尻
町
内
会
々
員
の
皆
様
に
は
平
素
か
ら
町
内
会
の

事
業
に
対
し
ま
し
て
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
花
尻
町
内
会
は
去
る
４
月
22
日
（
土
）
、
代

議
員
、
新
旧
役
員
96
人
が
出
席
し
、
平
成
18
年
度
町
内

会
総
会
を
行
い
、
平
成
17
年
度
の
事
業
・
決
算
報
告
の

承
認
、
平
成
18
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
を
決
定
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

今
年
度
の
方
針
の
柱
は
、
①
安
全
・
安
心
の
街
づ
く

り
、
中
で
も
、
子
ど
も
達
の
安
全
を
守
る
取
り
組
み
。

②
町
民
相
互
の
親
睦
と
交
流
を
通
し
て
町
内
会
の
活
性

化
を
目
指
す
。
③
笹
ヶ
瀬
川
改
修
を
始
め
と
す
る
防
災

事
業
の
推
進
。
④
町
内
会
加
入
の
促
進
。
⑤
本
町
地
区

の
下
水
道
敷
設
の
推
進
等
々
を
目
指
し
て
事
業
を
進
め

ま
す
。 

 

ま
た
、
７
月
15
日(

土)

に
予
定
し
て
い
る
「
夏
ま
つ

り
」
の
準
備
を
現
在
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み

の
一
つ
と
し
て
「
お
楽
し
み
券(

大
人
券 

七
百
円
、
子

ど
も
券 

五
百
円)

」
の
販
売
を
６
月
上
旬
よ
り
行
う
予

定
で
す
。 

 

ど
う
か
、
ご
購
入
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
事
業
推
進
の
た
め
、
町
内
会
役
員
は
勿
論
、

各
団
体
役
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
の
で
ご
指

導
・
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

花
尻
町
内
会
役
員
一
同 

 

※
こ
の
度
の
町
内
新
聞
は
総
会
特
集
号

と
し
て
総
会
の
内
容
と
事
業
計
画
を
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
参
照
下
さ
い
。 

④
町
内
会
・
オ
ー
ナ
ー
・
管
理
会

社
と
の
会
議
を
行
い
、
相
互
連
携

を
図
っ
て
い
く
。
⑤
夏
頃
を
目
処

に
町
内
会
組
織
の
実
態
調
査
を
行

う
。 

三 

住
み
や
す
い
住
環
境
を 

 
 
 
 
 
 
 
 

め
ざ
し
て 

 

住
み
や
す
い
町
内
に
す
る
た

め
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
の
取

り
組
み
を
実
施
し
ま
す
。 

 

ハ
ー
ド
面
で
は
道
路
や
用
排
水

路
の
改
修
を
県
や
市
に
要
請
し
ま

す
。 

 

笹
ヶ
瀬
川
改
修
に
伴
う
馬
屋
郷

用
水
の
改
修
に
は
自
然
環
境
に
や

さ
し
い
親
水
公
園
的
な
改
修
を
県

に
要
請
し
て
い
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
シ
ュ
フ
レ
前
の
交
差
点

改
修
旧
ロ
ー
ソ
ン
前
バ
ス
停
の
改

修
に
つ
い
て
は
新
幹
線
沿
い
の
県

道
４
車
線
化
工
事
の
進
捗
化
を
見

な
が
ら
対
応
す
る
こ
と
と
し
ま

す
。 

 

下
水
道
整
備
は
ほ
と
ん
ど
終
わ

っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
関
係
町
内

会
と
連
携
し
、
本
町
（
市
街
化
調

整
区
域
）
の
下
水
道
整
備
に
向
け

た
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

 

 

ソ
フ
ト
面
で
は
、
２
回
の
町
内

清
掃
、
公
園
清
掃
を
実
施
す
る
。

併
せ
て
、
ゴ
ミ
出
し
ル
ー
ル
や
ゴ

ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
清
掃
、
資
源

化
物
の
当
番
に
つ
い
て
も
徹
底
し

た
指
導
を
し
て
い
く
。
具
体
的
に

は
清
掃
や
資
源
化
物
の
当
番
世
帯 

て
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
、

「
春
・
夏
・
秋
ま
つ
り
」
、
囲
碁
・

将
棋
・
五
目
並
べ
大
会
」
「
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
」
等
を
取
り
組
む
予
定

で
す
。 

 

ま
た
、
学
区
体
協
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
協
議
会
等
の
主
催
す
る
事
業
に

は
積
極
的
に
参
加
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
町
内
新

聞
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。 

 

そ
の
他
の
事
業
に
つ
い
て
は
平

成
17
年
度
を
踏
襲
し
ま
す
。 

 

以
下
、
項
目
別
に
平
成
18
年
度
事

業
計
画
を
提
起
し
ま
す
。 

二 

町
内
会
加
入
促
進
に
つ
い
て 

 
 

こ
の
２
年
間
、
町
内
会
加
入
促
進

を
目
指
し
て
組
織
部
会
を
中
心
に

「
ど
う
す
れ
ば
、
町
内
会
に
加
入
し

て
い
た
だ
け
る
か
」
に
つ
い
て
議
論

し
て
き
ま
し
た
。 

 

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、

①
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
の

対
応
（
３
戸
で
１
世
帯
程
度
と
す

る
。
管
理
（
町
内
会
費
の
徴
収
、
ゴ

ミ
出
し
の
徹
底
、
配
布
物
等
）
は
オ

ー
ナ
ー
、
不
動
産
管
理
会
社
で
行
う

よ
う
要
請
す
る
。
②
入
会
金
に
つ
い

て
は
、
１
年
以
内
に
転
出
す
る
場
合

は
返
還
す
る
。
③
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン

シ
ョ
ン
、
借
家
の
の
町
内
会
加
入
及

び
会
費
の
徴
収
に
つ
い
て
は
オ
ー

ナ
ー
、
管
理
会
社
の
協
力
を
得
な
が

ら
進
め
る
。 

徴
収
方
法
と
し
て
、
郵
便
振
替
も
視

野
に
入
れ
て
検
討
し
て
い
く
。 

一 

は
じ
め
に 

 

平
成
18
年
度
事
業
計
画
の
基

本
は
「
住
み
や
す
い
住
環
境
の
整

備
」
「
町
民
相
互
の
ふ
れ
あ
い
交

流
」
「
岡
山
市
や
連
合
町
内
会
・

学
区
内
の
団
体
と
の
連
携
・
交
流
」

「
安
全
・
安
心
の
街
づ
く
り
」
を

目
指
し
た
取
り
組
み
を
中
心
に
事

業
を
行
い
ま
す
。 

 
住
環
境
の
整
備
と
し
て
は
、
本

町
の
下
水
道
事
業
の
推
進
。
笹
ヶ

瀬
川
に
伴
う
馬
屋
郷
の
改
修
事

業
。
安
心
・
安
全
の
街
づ
く
り
で

は
、
笹
ヶ
瀬
川
の
早
期
改
修
、
防

犯
灯
の
設
置
、
交
差
点
改
良
、
自

主
防
災
組
織
の
立
ち
上
げ
や
防
災

意
識
の
高
揚
を
目
指
し
ま
す
。 

 

防
犯
活
動
で
は
、
昨
年
よ
り
実

施
し
て
い
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を

引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
、
子
ど

も
達
や
町
民
の
安
全
を
守
る
た
め

の
活
動
を
充
実
さ
せ
る
。 

 

町
民
相
互
の
親
睦
と
交
流
と
し 
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の
徹
底
と
当
番
に
参
加
し
な
い
世

帯
の
点
検
を
行
い
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ

を
含
め
、
対
応
を
協
議
し
て
い
き

ま
す
。 

 

四 
春
・
夏
・
秋
ま
つ
り
の 

 
 
 
 
 

実
施
に
つ
い
て 

 

①
春
ま
つ
り
に
つ
い
て 

 

春
ま
つ
り
は
５
月
７
日(

日)

に

実
施
し
ま
す
が
、
だ
ん
じ
り
・
み

こ
し
の
行
進
は
行
い
ま
せ
ん
。
春

ま
つ
り
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と

し
て
お
宮
及
び
周
辺
の
清
掃
（
４

／
29
）
、
お
宮
総
代
の
皆
さ
ん
で

奉
納
の
「
の
ぼ
り
」
を
建
て
、
お

宮
で
の
神
事
は
行
い
ま
す
の
で
多

く
の
方
の
ご
参
拝
を
お
願
い
し
ま

す
。 

 

②
夏
ま
つ
り
に
つ
い
て 

 

今
年
度
の
夏
ま
つ
り
も
吉
備
・

陵
南
ま
つ
り
（
７
／
29(

土)

）
と

お
か
や
ま
桃
太
郎
ま
つ
り
（
８
／

４(

金)

の
花
火
大
会
、
８
／
５

(

土)

桃
太
郎
踊
り
、
８
／
６(

日)

う
ら
じ
ゃ
踊
り
）
を
避
け
、
７
月

15
日(

土)

【
（
７
／
16(

日)

・

７
／
17(

祝)

予
備
日
】
を
予
定

し
、
準
備
を
進
め
ま
す
。 

 

夏
ま
つ
り
の
実
施
に
当
た
っ
て

は
５
月
下
旬(

５
月
28
日)

に
実

行
委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。 

 

具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、

実
行
委
員
会
で
協
議
し
ま
す
が
、

色
々
な
ア
イ
デ
ア
、
ユ
ニ
ー
ク
な

企
画
が
あ
れ
ば
、
ご
提
案
を
お
願

い
し
ま
す
。 

六 

防

犯

・

防

火

・

防

災

・ 
 
 
 
 

交
通
安
全
の
取
り
組
み 

 

ま
ず
、
防
火
の
取
り
組
み
と
し

て
、
例
年
行
っ
て
い
る
「
年
末
夜

警(

12
／
28
～
30)

」
を
今
年
度

も
実
施
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
婦
人
部
の
皆
さ
ん
に
は

今
年
も
会
場
の
準
備
か
ら
後
片
づ

け
、
３
日
間
の
夜
食
の
お
世
話
を

し
て
頂
く
予
定
で
す
。 

 

例
年
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
（
４
年

生
～
６
年
生
）
で
行
っ
て
い
る
「
子

ど
も
の
夜
回
り
」
は
今
年
も
育
成

会
と
協
議
し
な
が
ら
実
施
し
ま

す
。 

 

ま
た
、
３
月
に
は
花
尻
少
年
消

防
ク
ラ
ブ
の
入
退
団
式
を
行
い
ま

す
。
そ
の
際
、
は
し
ご
車
の
試
乗

や
起
震
車
で
の
地
震
体
験
、
消
火

器
の
取
り
扱
い
訓
練
な
ど
の
「
防

火
教
室
」
も
併
せ
て
実
施
す
る
予

定
で
す
。 

 
防
犯
の
取
り
組
み
と
し
て
、
子

ど
も
達
の
安
全
を
守
る
取
り
組
み

や
空
き
巣
、
車
上
荒
ら
し
等
の
課

題
が
あ
り
ま
す
。 

 

現
在
、
登
下
校
の
安
全
の
た
め
、

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
「
あ
っ
た
か
か

え
る
隊
」
を
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
か
け
こ
み
１
１
０
番
」

の
家
庭
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
呼
び
掛
け
に
対
し
て
、
町

内
会
と
し
て
積
極
的
に
対
応
し
ま

す
。 

具
体
的
に
は
４
月
29
日
の

合
同
役
員
会
で
協
議
致
し
ま
す
が 

 

①
秋
ま
つ
り
に
つ
い
て 

 

秋
ま
つ
り
は
、
例
年
通
り
、

二
日
間
で
行
う
予
定
で
あ
り
ま

す
。 

 

具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て

は
、
８
月
下
旬
に
予
定
し
て
い

る
第
２
回
合
同
役
員
会
で
協
議

し
て
い
く
予
定
で
す
が
、
期
日

と
し
て
は
10
月
7
日(

土)

・
８

日(

日)

の
両
日
を
予
定
し
て
い

ま
す
。 

五 

福
祉
の
増
進
と
健
康
を 

 
守
る
取
り
組
み
に
つ
い
て 

 
具
体
的
な
事
業
と
し
て
は
、
町

内
会
主
催
の
「
敬
老
会
」
、
「
健

康
教
室
」
、
「
健
康
料
理
教
室
」

を
行
う
予
定
に
し
て
い
ま
す
。 

 

時
期
は
「
敬
老
会
」
が
９
月

の
敬
老
の
日
に
、
「
健
康
教
室
」

は
11

月
頃
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
「
健
康
料
理
教
室
」
は
年

３
～
４
回
実
施
予
定
で
、
多
く

の
方
が
参
加
で
き
る
よ
う
事
前

に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
今
年
度
も
親
和
会
、

婦
人
部
、
愛
育
委
員
会
等
関
係

団
体
と
連
携
し
な
が
ら
各
事
業

を
実
施
い
た
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
岡
山
市
・
陵
南
学
区

が
行
う
各
種
事
業
（
各
種
検
診
、

敬
老
会
、
健
康
ウ
ォ
ー
ク
等
）

に
は
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う

関
係
者
に
要
請
し
て
い
き
ま

す
。 

皆
様
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
町

内
会
と
し
て
も
子
ど
も
達
の
安
全

を
守
る
取
り
組
み
を
重
点
的
に
実

施
し
ま
す
の
で
各
団
体
、
皆
様
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

ま
た
、
空
き
巣
や
車
上
荒

ら
し
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
そ
の

対
策
と
し
て
、
①
出
か
け
る
場
合

は
カ
ギ
を
掛
け
、
近
所
に
声
を
掛

け
る
。
②
日
頃
か
ら
町
民
相
互
の

交
流
と
親
睦
を
図
る
。
③
自
ら
の

街
は
自
分
で
守
る
と
い
う
意
識
を

身
に
つ
け
る
等
が
大
切
で
あ
り
ま

す
。 

 

 

防
犯
灯
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

防
犯
防
火
部
で
設
置
場
所
を
取
り

ま
と
め
、
防
犯
灯
設
置
の
方
向
で

取
り
組
み
ま
す
。 

 

防
災
の
取
り
組
み
と
し
て
、
ハ

ー
ド
面
で
は
、
笹
ヶ
瀬
川
の
早
期

改
修
に
向
け
て
県
に
要
望
致
し
ま

す
。
ま
た
、
一
昨
年
の
台
風
で
笹

ヶ
瀬
川
が
危
険
な
状
況
に
な
っ
た

教
訓
か
ら
、
岡
山
市
内
22
カ
所
の

１
カ
所
と
し
て
、
今
年
秋
頃
き
き

ょ
う
公
園
に
「
防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
」

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
施
設

が
町
民
に
役
立
つ
よ
う
岡
山
市
と

協
議
し
ま
す
。 

 

ソ
フ
ト
面
の
対
策
と
し
て
、
岡

山
市
が
進
め
て
い
る
「
自
主
防
災

組
織
」
の
今
年
度
発
足
を
め
ざ
し

ま
す
。 

 

交
通
安
全
の
取
り
組
み
と
し

て
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら 

交
通
安
全
の
取
り
組
み
を
行
い
ま

す
。 

 

ハ
ー
ド
面
と
し
て
は
シ
ュ
フ
レ

前
の
交
差
点
改
良
を
今
年
度
も

県
・
市
・
Ｊ
Ｒ
に
働
き
か
け
ま
す
。 

ま
た
、
危
険
箇
所
の
改
修
に
向
け

て
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

 

ソ
フ
ト
面
の
対
策
と
し
て
、
特

に
、
お
年
寄
り
の
交
通
事
故
が
増

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
交
通
三
悪

も
未
だ
に
減
っ
て
い
ま
せ
ん
。
交

通
違
反
・
事
故
撲
滅
に
向
け
て
関

係
団
体
と
協
力
し
な
が
ら
啓
発
活

動
を
強
め
ま
す
。 

七 

広
報
活
動
の
充
実
に
つ
い

て 

 

今
年
度
も
広
報
活
動
は
積
極
的

に
行
い
ま
す
。 

 

町
内
会
の
広
報
誌
で
あ
る
「
町

内
新
聞
」
は
編
集
委
員
会
の
協
力

で
今
年
度
も
月
１
回
発
行
と
共
に

紙
面
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。
各

団
体
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

 

ま
た
、
町
内
会
か
ら
の
「
お
知

ら
せ
」
も
多
々
あ
り
ま
す
。
現
在

ほ
と
ん
ど
の
『
お
知
ら
せ
』
文
書

は
全
戸
配
布
を
行
っ
て
お
り
、
回

覧
方
式
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
出

来
れ
ば
、
回
覧
で
き
る
ブ
ロ
ッ

ク
・
班
で
は
モ
デ
ル
的
に
回
覧
方

式
を
行
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
為
に
は
、
町
内
会
会
員

個
々
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
ま

す
。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３） 第３９４号       町 内 新 聞              平成１８年６月１日  発 行 

料
の
見
直
し
（
値
上
げ
）
、
④
寄
付

金 の
要
請
等
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
一
方
、
支
出
を
い
か
に
抑

え
る
か
で
す
。
そ
の
為
に
は
、
①
事

業
や
団
体
助
成
金
の
見
直
し
、
②
経

費
の
削
減
等
が
あ
り
ま
す
。 

 

今
年
度
、
町
内
会
の
財
政
健
全
化

に
向
け
討
議
を
進
め
ま
す
。 

 

十
一 

町
内
会
法
人
化
に
向
け
て 

 

平
成
17
年
度
に
町
内
会
の
法
人 

に
向
け
て
努
力
し
ま
し
た
が
、
法
人

化
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

現
在
、
法
人
化
に
向
け
た
規
約
の

作
成
を
急
い
で
い
ま
す
。
規
約
原
案

が
出
来
上
が
り
次
第
、
役
員
会
で
協

議
を
行
い
ま
す
。
で
き
れ
ば
、
来
年

度
の
総
会
で
承
認
す
る
運
び
に
な

る
よ
う
に
作
業
を
急
ぐ
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

 

法
人
化
を
急
ぐ
理
由
は
、
現
在
で

は
町
内
会
の
財
産
（
集
会
所
や
土
地

等
）
は
本
来
町
内
会
名
義
が
基
本
で

す
が
、
個
人
名
義
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

法
人
化
に
な
れ
ば
、
町
内
会
と
し

て
の
登
記
や
不
動
産
等
の
寄
付
を

受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

 

以
上
が
先
の
町
内
会
総
会
で
決

ま
っ
た
平
成
18
年
度
の
事
業
計
画

で
す
。
各
事
業
に
対
し
ま
し
て
、
ご

参
加
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 

町
内
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
平
成
14
年

度
に
電
子
町
内
会
の
指
定
を
受
け
、
今

日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
編

集
委
員
会(

サ
イ
ト
会
員)

を
中
心
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
、
充
実
に
努
力

致
し
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

充
実
に
は
各
団
体
の
協
力
が
必
要
で

あ
り
ま
す
。
併
せ
て
、
町
内
会
主
催
の

「
Ｉ
Ｔ
講
習
会
」
を
岡
山
市
・
リ
ッ
ト

シ
テ
ィ
等
の
協
力
を
頂
き
実
施
す
る

予
定
で
す
。 

 

町
内
新
聞
、
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
の
作
成

の
た
め
、
町
内
会
長
の
諮
問
機
関
と
し

て
編
集
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

毎
月
末
に
編
集
委
員
会
を
行
い
、
新
聞

作
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
編
集
委
員
会
は

夏
・
秋
ま
つ
り
等
の
事
業
で
夜
店
（
模

擬
店
）
の
企
画
、
運
営
を
担
当
し
、
町

内
会
と
し
て
貴
重
な
存
在
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
内
容
を
よ
り
充
実

さ
せ
る
た
め
、
編
集
委
員
の
増
員
を
考

え
て
い
ま
す
。 

 

県
主
催
の
ミ
ニ
コ
ミ
紙
コ
ン
ク
ー

ル
の
応
募
で
す
が
、
こ
こ
４
年
間
は
応

募
し
て
い
ま
せ
ん
。
今
年
度
は
で
き
る

限
り
町
内
新
聞
を
応
募
す
る
よ
う
に

努
め
ま
す
。 

 

広
報
車
に
よ
る
広
報
活
動
で
す
が
、

紙
面
（
チ
ラ
シ
）
に
よ
る
広
報
と
共
に
、

町
内
一
斉
清
掃
や
秋
ま
つ
り
、
子
ど
も

会
の
資
源
化
収
集
、
そ
し
て
、
災
害
時

の
お
知
ら
せ
等
を
広
報
車
で
行
っ
て

お
り
、
有
効
な
広
報
手
段
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
で
き
る
限
り
、
車

で
の
広
報
活
動
を
行
い
ま
す
。 

八 

文
化
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
・
ス

ポ
ー
ツ
活
動
に
つ
い
て 

 

町
民
相
互
の
親
睦
と
交
流
を
図
る

た
め
に
も
文
化
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
は
必
要
で
あ
り
、

町
内
会
と
し
て
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。 

 

事
業
内
容
に
つ
い
て
は
多
く
の
町

民
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
も
の
を
関

係
者
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。 

 

計
画
し
て
い
る
具
体
的
な
事
業
と

し
て
は
次
の
通
り
で
す
。 

 

文
化
面
で
は
１
月
に
囲
碁
・
将
棋
・

五
目
並
べ
大
会
を
実
施
致
し
ま
す
。 

ま
た
、
好
評
の
新
春
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク

イ
ズ
は
今
年
度
も
町
内
新
聞
新
年
号

(

１
月
１
日
号)
で
行
い
ま
す
。 

 

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
は
今
年
は
実

施
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的

な
内
容
に
つ
い
て
は
、
決
め
て
い
ま
せ

ん
が
、
親
和
会
、
婦
人
部
、
育
成
会
等

と
協
議
し
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
多
く

の
方
が
参
加
い
た
だ
け
る
計
画
を
立

て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
各
団
体
が
行
う
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
に
は
町
内
会
と
し
て
で
き
る

限
り
の
支
援
を
致
し
ま
す
。 

 

ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
は
５
月
14

日

(

日)(

予
備
日
々
は
21
日)

に
町
内
会

主
催
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を

行
う
予
定
に
で
す
。 

 

ま
た
、
学
区
体
協
主
催
の
各
種
ス 

ポ
ー
ツ
大
会
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
、
卓
球
大
会
、
学
区
民
体
育
大
会 

等
）
に
は
多
く
の
皆
様
が
参
加
し
て 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
、
卓
球
大
会
、
学
区
民
体
育
大
会

等
）
に
は
多
く
の
皆
様
が
参
加
し
て 

頂
け
る
よ
う
に
致
し
ま
す
。 

 

特
に
、
学
区
民
体
育
大
会
で
は
Ｗ
優

勝
（
競
技
の
部
、
応
援
の
部
）
を
目
指

し
ま
す
の
で.

積
極
的
な
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。 

九 

各
団
体
と
の
連
携 

 
 
 
 
 
 

強
化
に
つ
い
て 

 

町
内
会
に
は
多
く
の
団
体
や
同
好

会
が
あ
り
ま
す
。
町
内
会
が
各
事
業
を

進
め
る
場
合
、
各
団
体
の
協
力
は
不
可

欠
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
各
団

体
と
の
連
携
、
協
力
を
強
め
ま
す
。 

 

中
で
も
、
子
ど
も
達
の
健
全
育
成
を

目
指
し
て
い
る
子
ど
も
会
育
成
会
の

事
業
に
は
積
極
的
に
協
力
し
て
参
り

ま
す
。 

 

ど
う
か
、
町
民
の
皆
様
の
子
ど
も
会

活
動
に
対
す
る
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。 

十 

町
内
会
財
政
の 

 
 
 
 

健
全
化
に
つ
い
て 

 

町
内
会
の
財
政
は
年
々
厳
し
い
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
こ
と
は
会
計
監
査
の
指
摘
を

受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

今
年
度
は
健
全
財
政
に
向
け
た
討

議
を
進
め
て
参
り
ま
す
。 

 

具
体
的
に
は
い
か
に
収
入
を
増
や

す
か
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
方
法
と
し
て

は
、
①
町
内
会
加
入
を
増
や
す
、
②
町

内
会
々
費
の
値
上
げ
、
③
集
会
所
使
用 

子ども達の安全を守る取り組みのお願い 

 町内会として、子ども達の安全を守るため、次のよう

な取り組みを行うことを決めましたのでお知らせする

と共に皆様のご協力を宜しくお願い致します。 

          お問い合せは楠木会長まで！ 

①「かけこみ１１０番の家」ステッカーの掲示 
 これは、子ども達が登下校時に不審者などに遭遇した 
際に避難する家のことです。 

②あったかパトロール隊への登録の要請 
  下校時(午後２時～４時頃)に合わせて、自宅周辺で 
子ども達に声を掛け見守って頂きます。 
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熱
心
に
報
告
や
提
案
を
聞
く
代
議
員
の
皆
様

(

写
真
上)

と
事
業
報
告
を
す
る
普
門
副
会
長

(

写
真
右
上)

決
算
報
告
を
す
る
赤
井
会
計

(

写
真
左
上)

会
計
監
査
を
報
告
す
る
高
垣
監

査(

写
真
下)

事
業
計
画
、
予
算
を
提
案
す
る

楠
木
会
長(

写
真
左
下)

閉
会
の
挨
拶
を
す
る

山
田
副
会
長(

写
真
右
下) 

開
会
の
挨
拶
を
す
る
長
櫓
副
会

長
（写
真
左
）と
議
長
に
選
出
さ
れ

た
赤
井
副
会
長(

写
真
右) 

来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
た
逢
沢
一
郎

代
議
士
秘
書
の
川
本
さ
ん
（写
真
右
）

と
波
多
県
議
会
議
員
（写
真
右
下
） 


